
 
 

 

脳卒中で尿道留置カテーテルを挿入した患者さんへ 
 

地方独立行政法人大牟田市立病院では、受診時に患者さんから取得された診療情報等

を使用して下記の研究を行っています。 

 本研究に関する詳しい情報をご希望でしたら問い合わせ先までご連絡ください。 

また、本研究の成果は学会や論文等で公表される可能性がありますが、個人が特定される

情報は一切公開しません。本件研究の対象者に該当されると思われる方またはその代理人

の方で診療情報等が使用されることについてご了承頂けない場合は、問い合わせ先までご

連絡ください。なお、その申し出は研究成果公表前までとなりますのでご了承願います。 
 

研究課題名 

 
カンファレンス活用による早期尿道留置カテーテル抜去への取り組み 

 

研究責任者 
 

地方独立行政法人大牟田市立病院 看護部 

責任者名： 堤 結花 

研究の目的と意義 

目的：カンファレンス活用前後でのカテーテル留置期間の実態を明ら

かにする。 

フローチャートに基づきカテーテル早期抜去・排尿自立に向けたケア

の実施、看護師による病棟カンファレンスを週 5日実施し、早期のカ

テーテル抜去を検討することを、現在までに継続している。病棟カン

ファレンスの結果は医師と協議し、カテーテル抜去について互いに検

討することで、カテーテル留置期間の短縮につながっているのではな

いかと考えた。 

 ＊この研究は、大牟田市立病院倫理委員会臨床研究専門部会の承認

を受け、病院長の許可を受けて実施するものです。 

調査データ 

該当期間 
令和 5年 9月 1日～令和 7年 5月 31 日までの情報を調査対象とします 

研究の方法 
（使用する試料等） 

●対象となる方 

受診科 ：地方独立行政法人大牟田市立病院脳神経外科 

 

対象疾患：脳外科患者の尿道留置カテーテルを挿入した方 

 

●研究の実施期間 

病院長の研究実施許可日から令和 7年 3月 31 日まで 

 

●利用する情報 

1）カテーテル関連尿路感染サーベイランスシート（ICN 監修） 

2)1）を元に電子カルテから脳外科患者データの収集 

年齢、性別、疾患名、カテーテル留置期間、カテーテル挿入時・抜去

時の JCS、ADLmRs、ウロコンサルトの有無、再挿入の有無、再挿入後の

留置期間 

3）フローチャート、アセスメント表を使用したカンファレンス実施 



 
 

情報の保護 

研究に関わる関係者は、対象となる患者さんの個人情報およびプラ

イバシーの保護に最大限の努力を払い、本研究を行う上で知り得た個

人情報を 

漏らすことはありません。 

対象となる患者さんの個人情報は、個人情報が特定できないように

加工を行い、その個人情報を復元できる情報（対応表）は、研究責任

者が保管します。 

外部への情報提供 外部への情報提供は行いません 

利 益 相 反 本研究の実施にあたり特定企業との利害関係はありません 

試料・情報の提供の 

の辞退に関するお申 

し出先・お問い合わ 

せ先 

 

地方独立行政法人大牟田市立病院 

 研究責任者：堤 結花、（西 6病棟） 

電話：0944-53-1061（平日 9時～16 時） 

備考・その他  

 


